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１．はじめに   水域に存在するメタンハイドレートは、その堆積深度から深層型と表層型に分類できる。堆

積土中のメタンフラックスが高い場所では、海（湖）底に表層型ハイドレートが存在することが知られており、

最近、オホーツク海サハリン沖1)や日本海直江津沖2)でその分布が確認され、資源開発に向けた取組みに期待が集

まっている。現在、我が国で検討が進められている南海トラフの深層型ハイドレートとは異なり、海（湖）底の

浅層部に存在する表層型ハイドレートの研究例はまだ限られている。しかし、資源開発の観点から見ると表層型

の方が経済的な生産が可能であり、その資源量評価、産状や堆積地盤特性の解明、合理的な生産手法の開発が待

たれている。同様の表層型ハイドレートの存在が確認されてい

るバイカル湖において、三地点（南湖盆のMalenkyとBolshoy、

中央湖盆のKukuy：図-1 参照）の泥火山で重力式コアサンプラー

を用いた試料採取を実施した。表層型ハイドレートの特徴と併

せてその調査概要を述べる。 
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２．表層型メタンハイドレート   メタンハイドレートの相

平衡条件を図-2 に示した。図中の赤線はメタンハイドレートが

生成される境界を示しており、その左上（低温・高圧）側がメ

タンハイドレートの安定領域である。水域では、水深約 400m 以

深でこの温度・圧力条件に達するが、海（湖）底地盤の地温が

深度と共に増加するため、メタンハイドレートの生成条件が満

たされる下限深度が存在する。この深度は概ね地下 100m～300m

であり、深層型はこの下限深度直上に存在する。言い換えれば、

相平衡条件に極めて近い状態で存在している。図に深層型とし

て南海トラフの代表的ハイドレート層、表層型としてバイカル

湖とオホーツク海の代表的ハイドレート層の温度・圧力条件を

比較して付記した。深層型に比べ、表層型は相平衡条件から離

れた過冷却度の高い領域にあることがわかる。深層型の場合は、

僅かに温度・圧力条件を変化させるだけで相平衡状態が崩れ、

ハイドレートを解離させることができるが、過冷却度の高い表

層型の場合は、相平衡状態を変化させるのに大きなエネルギー

が必要となる。また、生産中に予期せぬメタン漏洩が発生する

と、深層型とは異なりバッファになる地盤が存在しないため、

メタンは直接水中に放出される。海（湖）底生態系や地球環境

への影響が懸念されており、資源開発に際しては深層型とは異

なる観点からの慎重な検討が必要である。 

図-1 バイカル湖の等深図3)と調査地点 
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図-2 メタンハイドレートの相平衡条件 
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３．調査概要   調査は

陸水学研究所所有の調査

船：Vereshchagin号を用い

て、2005 年 9 月に実施し

た。エコーサウンダーで湖

底からのメタンガス・フレ

アの位置を確認しながら、

重力式コアサンプラー（重

量：約 800kg、長さ：5m）

を落下させて湖底表層の

堆積土試料を採取した。採

取したコアは調査船実験

室内で直ちに半割して、そ

の堆積性状を観察し、メタ

ンハイドレートについて

は液体窒素内に保存した。

さらに、深度毎にTDR式・

体積含水率、ポータブル・

ベーンせん断（τv）、土壌

硬度（qc）の計測（図-3 参

照）を行った後、密度測定

用、粒度分析用、間隙水分

析用の試料を採取・保存し

た。また、別途、一部のコ

アは半割せず、サンプリングチューブの両端をパラフィンでシールして保存し、力学試験用の試料とした。今回

の調査全体で採取した表層コア：18 本の内、8 本のコアでメタンハイドレートが確認された。図-4 は採取したメ

タンハイドレートの一例である。堆積土中に塊状・脈状および粒状に存在する表層型ハイドレート特有の形状が

明らかになった。 

４．おわりに   表層型メタンハイドレートが存在するバイカル湖で実施した湖底堆積土のサンプリング調査

について述べた。今後、採取したコア試料を用いた力学試験を関係各機関で実施し、ハイドレートおよび間隙水

のガス・水分析と併せて、表層型メタンハイドレートの産状や堆積地盤特性について検討を進める予定である。 
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図-3 半割コアでの計測結果（St1: Bolshoy、St2: Kukuy、St3: Malenky） 

図-4 メタンハイドレート試料の一例（左：塊状・脈状、右：粒状） 
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